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研究成果の概要（和文）：　重度・重複障害児（主として知的障害と重度肢体不自由を併せ有する児童生徒）を対象と
した実践的研究用e ラーニングシステムを研究開発した。システムは、学習管理機能（指導者・学習者管理、学習履歴
の管理・閲覧等）と教材コンテンツ（カスタマイズ機能付きクリック教材ソフト13本）から構成される。特別支援学校
教員等によるアンケート評価により、カスタマイズの有効性および重要性が示唆された。制作した教材コンテンツはイ
ンターネット上のWebページで公開し、自由に利用可能となっている。今後は、実践研究のための学習コンテンツを充
実させ、特別支援学校等で本システムを試用する。

研究成果の概要（英文）：The e-learning system for the children with severe physical and intellectual 
disabilities was studied. We developed the prototype e-learning system in which there is the LMS 
(Learning Management System) and the nine learning contents. The effectiveness of the customization was 
suggested from the questionnaire for the teachers who work at the special need education schools. 
Teaching material content produced has issued a Web page on the Internet, it has become freely available. 
In the future, we will enrich the learning contents for the practice study, and then trial of the 
e-learning system will be used in the special needs education schools.

研究分野：福祉情報工学
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図１：重度・重複障害児を対象とした e
ラーニングシステム概要図 

図 3：「桃太郎 鬼退治ゲーム」（原作：吉村
史郎）とカスタマイズ画面 

図２：制作したスイッチ教材ソフトを公
開している Web ページ 

１．研究開始当初の背景 
 重度肢体不自由児、特に知的障害を併せ有
する重度肢体不自由児を対象とした教育活
動には、古くからパソコンや ICT 機器が活用
されており、その有効性が示されている。し
かしながら、現状ではICTを活用した教育は、
必ずしも十分に普及・実践されているとは言
い難い。その原因としては、「ICT 機器の準備
が難しい」、「発達段階や学習内容に適した学
習ソフトの準備が難しい」、「教員に ICT 機器
を活用する専門的知識が必要である」、とい
う問題などが考えられる。 
 
２．研究の目的 
 
 我々は、重度・重複障害児の ICT 活用教育
に関する前述の問題を解決するための一方
策として、e ラーニングシステム（オンライ
ン学習システム）が有効ではないかと考えて
いる。 
 ICT 活用教育を e ラーニングという形で提
供できれば、(1)多数の教材の中から対象児
童・生徒に適した教材を選ぶことが容易にな
る、(2)システムを利用して学習活動の記録
や評価が実現できる、(3)就学期間後でも家
庭や施設で学習を継続できる、などの利点が
考えられる。 
 重度・重複障害児を対象とした eラーニン
グシステムは研究されていない。そこで本研
究では、重度・重複障害児（主として知的障
害と重度肢体不自由を併せ有する児童生徒）
を対象とする e ラーニングシステムを実現
するための基礎的研究として、実践的研究に
資するeラーニングシステムを構築すること
を目的とする。 
 
３．研究の方法 
 知的障害を併せ有する重度肢体不自由児
を対象とするeラーニングシステムの大きな
課題は、(a)学習者だけでは学習の遂行が困
難であること、(b)障害の種類や程度が多様
であるため学習コンテンツへのアクセシビ
リティ確保が容易ではないことである。(a)
については、教員等の支援者が、環境設定お
よび学習遂行を支援することを前提とする

ことにより解決する。(b)については，学習
コンテンツに必要なカスタマイズ機能を付
加することにより解決する。その他、重度肢
体不自由児の学習による変容は分かり難い
ことが多いため、学習効果の評価を支援する
ための、学習記録および評価（可視化）機能
が重要である。 
 以上より、本研究で開発では (1)アクセシ
ビリティ対応学習コンテンツの制作、(2)学
習記録・学習評価機能の開発、(3)学習者・
支援者管理機能の開発を実施し、実践的研究
用の eラーニングシステムを構築する。図１
にシステム概要図を示す。 
 
４．研究成果 
 
(1) アクセシビリティ対応学習コンテンツ
の制作 
 教材ソフトは、パソコンのみならずタブレ
ット端末等でも実行可能とするため、Web ブ
ラウザで動作するようHTML5の機能を用いて
Javascript 言語で製作した。 
 重度肢体不自由児のためのスイッチ教材
ソフトとして、特別支援学校教員が自作した
教材ソフトを集めた「大前ソフト 2010」があ
る。本研究では、大前ソフトから１スイッチ
で操作できる、いわゆるクリック教材を中心
に12本のスイッチ教材ソフトを移植/再現し
た。これに、オリジナル教材ソフトも含めて



図 4：学習記録・閲覧画面 
図 5：支援者による学習者データの管理イ
メージ 
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Web サイトで公開している。図２に Web ペー
ジのイメージを示す。 
 すべての教材ソフトには、アクセシビリテ
ィを確保するためのカスタマイズ機能を付
加している。本研究では、カスタマイズのた
めの設定メニューライブラリを開発した。例
として、図３に「桃太郎 鬼退治ゲーム」（原
作：吉村史郎）のカスタマイズ画面を示す。 
 
(2) 学習記録・学習評価機能の開発 
 学習コンテンツの利用履歴とその利用内
容は学習記録として、学習者（児童・生徒）
毎に保存する機能を開発した。 
 例えば、「桃太郎 鬼退治ゲーム」の場合、
ソフトの使用開始時刻・終了時刻、設定の状
態、ソフト実行中のイベント（スイッチの押
下，ボールが鬼に当たったなど）について記
録している。学習記録は、ソフトを利用して
いる間記録を続け、ソフトを終了した際にサ
ーバに保存される。 
 学習記録の閲覧は、図４に示す「学習記録
の閲覧」ページから行う。カレンダーには、
学習を実施した日にメダルシンボルが表示
される。メダルをクリックすると学習記録リ
ストが表示され、その内の１つを選ぶ詳細な
学習記録が表示される。現状では、学習内容
はテキスト形式で表示されるのみである。 
 
(3) 学習者・支援者管理機能 
 学習者毎に、設定（カスタマイズ）情報と
学習記録を保存する。また、教材ソフトの選
択やカスタマイズは教員等の支援者が行う。
そこで，学習者および支援者の管理機能を試
作した。 
 図 5に支援者による学習者データの管理イ
メージを示す。システムにログインするのは
支援者である。支援者は、学習者データを作
成でき、１人で複数の学習者データを管理で
きる。これは、クラス等において複数人で学
習活動を実施する際に、教員１人がログイン
し、児童・生徒が順にソフトを使用する場合
を想定したものである。また、学習者データ
は、複数の支援者により共有が可能である。
これにより、保護者も学習者データにアクセ
スすることができ、家庭でも学習状況を確認
したり、学習活動を実施することが可能とな

る。進級・卒業時のデータの引き継ぎにも利
用できる。 
 
(4) アンケート評価 
 本システムを試用してもらい、アンケート
評価を行った。回答者は、大阪府支援教育研
究会 ICT 活用プロジェクト夏期講座
(2015.8.13-14)の著者等の講座に参加した
25 名である。 
 教材ソフトのカスタマイズの全項目が、ほ
ぼ「必要である」と評価された。なお改善案
として、「背景があると分かり難い児童生徒
がいるので、背景を消すオプションがあると
良い」があった。学習記録については、客観
的なデータが残せることに期待する意見が
多かった。 
 
(5) まとめ 
 実践的研究を実施するための重度・重複障
害児用eラーニングシステムの基本機能を開
発することができた。また、開発した学習コ
ンテンツは Web ページで公開している。今後
は，実践的研究のために必要な学習コンテン
ツを制作し、特別支援学校等で試行すること
により、本システムの有効性について確認す
る必要がある。 
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